
（１） 人事労務担当者に男性の育児休業の取得促進を内容とする外部研修を受講させるな

ど、男性労働者の子育てを支援する職場づくりに努めるとともに、子が生まれる予定

の労働者に対しては、各部門長が積極的な育児休業の取得を呼びかけた。

これらの取組の結果、計画期間中の育児休業の取得について、男性は数値目標「育

休取得者１人以上」に対して「３人」、女性は数値目標「育休取得率７５％以上」に

対して「１００％」であり、目標を達成した。

（２） 年次有給休暇の取得を促進するため、全労働者を対象に年間の年次有給休暇取得希

望日を調査し、その結果を各部門長へ共有することで、計画的な取得に向けた取組を

行うとともに、毎月の給与支給明細書に各労働者の年次有給休暇の残日数を表記し可

視化することで、労働者に対する年休取得の意識づけを実施した。

これらの取組の結果、令和４年度の１人当たりの平均年次有給休暇取得日数は１１.

４日となり、数値目標１０日以上を達成した。
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